
様式１ 平成３０年度 小林市立永久津小学校 自己評価書

４段階評価 ４ 期待以上 ３ ほぼ期待どおり ２ やや期待を下回る １ 改善を要する

学校経営

ビジョン

笑顔で登校 笑顔で下校 思いやりあふれる永久津っ子の育成

～ 学校・家庭・地域が一体となって１４５年の絆のかけはしをつなぐ ～

項目
本年度の重点目標と

目標達成のための手段

具体的な

数値目標等

具体的な取組

【学びたい度 72％（Ｈ29 70％）】
評価

結果の考察・分析および改善策
自己 総合

知
育

【目標】学力向上
(子どもの将来を見据え
て今の学びを考える)

◎ 児童主体の「楽し
く」「分かる」「できる」
をめざし、これからの
社会の変容を意識し、
児童の将来を見据え
責任をもった学習指
導を展開することに
よって、学力のさらな
る向上を図る。

【手段・具体的な取組】
１ 主体的・対話的で深
い学びの創造と確実
な振り返り

２ 職員相互の認め合
いと学び合い

３ 立腰指導の徹底と
基本的学習習慣の定
着

４ 家庭学習習慣の定
着と放課後子ども教
室との連携強化

・「わかる」まで教

え、できるまで

「見届ける」授

業

・Web学習単元評
価システム活用

１００％

・ １単位時間の授業の充実、指導内容

の精選、指示や発問の工夫に取り組ん

でいる。

・ 全学年で１００％の活用を図ること

ができた。

４

３

〇 「めあて」に始まり、「まとめ」で終わる授業の流れを意識

して実践できた。今後は「個々の教師の授業に対するチェッ

クポイント」（県教委）を意識して授業力の向上に努めていき

たい。

〇 業間の時間に、Ｗｅｂ単元テストの実施を設定したことが、

活用率１００％につながっていると考えられる。今後は、復

習等で活用を図ったり、個に応じたきめ細かな指導を行った

りする必要がある。

・年間１回以上の

授業公開

・ＣＲＴ前年度比

３ポイントアッ

プ

・ 全員が道徳の授業公開を実施した。
職員相互の学び合いを図ってきた。

・ 校時程に学力向上のための時間を設
定し取組を継続している。

・ １月に実施した CRTでは、全国平
均を上回った学年が多かったが、目標
を達成できた学年は少なかった。

３

〇 本年度は、研究公開実施のため全員が公開授業を実施する

ことにより、授業改善・授業力向上を図ることができた。今

後は、他の教科においてもさらに授業力向上のために取り組

んでいきたい。

〇 ＣＲＴについては、実施後に分析を行い、習得が十分でな

い点については補充の指導行った。

・児童の自己評価

（立腰）８０％

以上

・鉛筆の正しい持

ち方８０％以上

・ 月目標に設定し、全体指導や学級で
の指導を継続した。
※児童自己評価：６９％(とてもよい、よい)

・ ５月調査 ３５．２％
７月調査 ４３．７％
１０月調査 ６２．０％
１２月調査 ７０．４％
２月調査 ８７．３％

３

〇 立腰については、常時指導を行ってきたが、目標値を達成

することはできなかった。再度職員での共通理解を図り、授

業での積極的な言葉かけを行い、児童の意識化を図っていき

たい。

〇 鉛筆の持ち方については、２月の調査で目標に達すること

ができた。今後も指導を継続し、定着率が維持できるように

努めていきたい。

・家庭学習の実態

調査による定着

度の個人評価

８０％以上

・ 毎月、「学力向上親子読書週間」を
設定し、保護者の協力を得ながら家庭
学習の充実に取り組んでいる。

・１２月アンケート
児 童：９１．６％
保護者：１００％
教職員：１００％

４

〇 家庭学習の進め方については、保護者の協力もあり、目標

を達成できた。全体的によく取り組むことができている。

今後は個別の指導を充実し、児童の自己評価 100％を目指し

ていきたい。



徳
育

【目標】豊かな心の教育
推進
（生徒指導3機能生かし
た認める指導と体験活
動の充実）

◎ 道徳や特別活動、こ
すもす科との関連を
踏まえた体験活動の
推進による、豊かな感
性と思いやりの心の
育成。

【手段・具体的な取組】
１ 自己を見つめ、多面
的・多角的な見方を育
む授業の推進

２ 基本的生活習慣の
意義を考えさせ定着
推進）

３ 日本一の読書県宮
崎の推進

４ 徳育集会・バースデ
ィ給食による心のふ
れあい推進

・小中一合同主題

研究１５回以

上実施

・学校支援ボラン

ティア活用

年間７００人

・ 年間計画に基づいて、小中合同研

を１５回以上実施することができた。

また１０月２６日には研究公開を実

施した。

・ ２月末現在 １１８１人の活用を図

ることができた。

（読み聞かせ、学習支援など）

４

４

〇 研究公開は計画通り実施できた。今後も研究してきた成果

をしっかり生かして、児童が考え、議論する道徳の授業を実

践し、評価の充実に努めていきたい。

○ KSSVCなど、地域の方々の協力を得ることで、児童の心の
成長につながるより豊かな体験活動を行うことができた。（米

作り、昔の遊び、凧作り、保育士体験、かくれ念仏洞の話な

ど）今後も計画的に進めていきたい。

・基本的な生活習

慣に関する中学

校との共通実践

項目に関する児

童の自己評価

８０％以上

・ 年度当初に、小中合同で共通実践事

項を確認し、指導を継続している。

※ 児童の自己評価

あいさつ：９５．２％

掃除：９７．２％

４

〇 担任や職員への挨拶はよくしていることから、児童の意識

としてよくできているという評価になっている。しかし、保

護者や職員の評価との意識のずれがあることから、地域の方

や来客、保護者への積極的な挨拶が十分できているとは言え

ない。誰にでも進んで挨拶できるよう継続した指導が必要で

ある。

〇 縦割りでの清掃活動や、定期的な清掃班編制と担当を中心

とした指導を継続したことにより、児童の主体的な清掃活動

が身に付きつつある。

・年間一人５０冊

以上の読書量
・ 図書担当教諭、学校図書館協力員に

よる読書指導を継続して実施

・ １学期末には、図書委員会の取組に

より多読賞の表彰を行った。

年間一人平均：82.1冊
※ 児童の自己評価６０．５％

３

〇 毎週月曜日の朝の時間に、地域ボランティアの方々による

読み聞かせを本年度も実施している。児童も楽しみにしてお

り、今後も継続していきたい。

〇 学校図書協力支援員が、図書の貸し出しや図書館設営を行

っている。新刊図書を工夫して紹介するなど、児童の読書意

欲を高める工夫を行ってきた。

〇 ２月現在、図書の総貸出冊数は 5911冊で一人平均 82.1冊
である。目標は達成しているが、個人差もある。また、自己

評価もあまり高くないので、さらに貸出冊数が伸びるよう、

手立てを工夫しながら読書意欲を高めていきたい。

・徳育集会、バー

スデー給食を毎

月実施

・ 毎月徳育集会を実施し、教師が輪番

で徳育に関する話をしている。

・ 毎月、校長室でバースデー給食を実

施いている。

※ 校長先生より、一人一人に直筆の

バースデーカードをプレゼント

４

〇 徳育集会では、命や人権、頑張る心などについて、作文を

紹介したり行事に絡めて時期に応じた話をすることができ

た。今後も継続していきたい。

○ 毎月１回の実施を通して、心のふれあい行うことが出来た。



体
育

【目標】健やかな心体の

育成

（生きる力の元となる

健康・体力を意識して）

◎ 体力向上プランを

意識した授業・体育的

行事・日常の体育的活

動を通して、基礎体力

の向上と健康的な生

活習慣の定着を図る。

【手段・具体的な取組】

１ 体力・運動能力の向

上

２ 危険予知・回避能力

の育成と地域・保護者

との連携

３ 保健指導の充実

４ 家庭・地域との連携

・体力テスト分析

による改善方法

の策定と実践

Ｔスコア５０以

上の割合

７０％以上

・体育授業に関す

る教師の自己評

価

８０％以上

・ 体力テスト分析後、体力向上プラン

を策定し、体育の授業、授業以外の取

組のほか、家庭との連携を図った取組

を実施

体力テスト結果：７６％

・ 体育の授業で運動量を確保するなど

授業改善に取り組んでいる。

教師の自己評価：１００％

４

３

○ 体力テストの結果、児童の体力が県の平均と比べて高いこ

とが明らかになった。本年度は体育の授業を中心に体力向上

の取組を図ってきた。家庭での取組については、集会で呼び

かけたり、チェックシートを活用したりしたが、実際に取り

組むことが出来たのは約半数の家庭にとどまり定期的取り組

みを促す必要がある。今後、体力向上に向けた取組内容を検

討していく必要がある。

○ 体育の授業改善については、全職員の共通理解のもとで実

施することができた。

・避難訓練や安全

点検に関する教

師の自己評価

８０％以上

・ 定期的な避難訓練や安全点検を実

施

※ 教師の自己評価：１００％
４

○ 年度当初に、避難経路や避難場所の確認をし共通理解をす

ることができた。いろいろなパターンの避難訓練を行うこと

により、臨機応変に児童が自分で自分の命を守る意識を高め

ることができた。今後も、短い時間を使って避難体制をとる

訓練をしていくことで、さらに効果が高まると期待される。

・むし歯治療率

１００％
・ ２月末現在

むし歯治療率 ６０．９％

※ 治療が終わっていない児童への

個別指導と保護者への治療の勧め

を継続して実施している。

２

○ 養護教諭や学級担任、委員会での取組でむし歯予防に努め

ることが出来た。しかし、むし歯治療率は前年度に比べて低

く５８．７％にとどまった。今後も個別の指導を行いながら

更に治療率を高めていきたい。

・全員出席

１００日以上
・ ３月２２日現在 ９０日で、昨年の

同時期よりも多い。

３

○ 集会で全児童に呼びかけたり、保健だよりで健康管理につ

いて家庭に啓発したりしたことにより昨年度に比べて欠席０

の日が多かった。今後は、養護教諭と学級担任が連携を図り、

換気や手洗い・うがいを呼びかけるなど、児童の健康に対す

る意識を高めていきたい。



食
育

【目標】望ましい食習慣

の育成

（食は生きる源）

◎ 様々な経験を通じ

て「食」に関する知識

と「食」を選択する力

を習得し、健全な食生

活を実現することが

できる基礎を育てる。

【手段・具体的な取組】

１ 伝統的な食文化や

食習慣を振り返る授

業の展開

２ 食育指導の充実

３ ＨＰによる情報提

供（今日の給食コーナ

ー）

・農業体験や弁当

の日と関連した

家庭科授業の実

施

・学校支援ボラン

ティアとの連動

・ ５年総合的な学習の時間

米作りを実施

・ ２年生活科 学校支援ボランティア

を活用し野菜作りを実施

４

３

○ 低学年では、生活科で芋作りや野菜作りを実施した。５年

生の総合的な学習の時間に米作りを実施したりした。６年生

は、JA 主催のそばプロジェクト参加した。

・給食に関する児

童の自己評価

８０％以上

・養護教諭による

食育指導

（全学年で実施）

・弁当の日３回、

チャレンジクッ

キング２日実施

・ 給食を中心とした食育指導を実施

児童の自己評価：８７．３％

・ 各学年で養護教諭による食育の授業

を実施することができた。

・ 弁当の日３回、チャレンジクッキン

グを２回実施することができた。

３

○ 好き嫌いなく食べる児童が多く残食がほとんどなかった。

日常の給食指導では学級担任を中心に食に関する指導の充実

を図ってきた。また、養護教諭と連携して全学年で食育の指

導を行うことが出来た。また、給食時の放送で郷土料理の紹

介をすることで地域の料理や地元の食材など関心を高めるこ

とが出来た。年間３回の「食育の日」や長期休業中の「チャ

レンジクッキング」を実施し、各家庭で積極的に取り組んで

いただいた。

・ＨＰによる情報

提供（毎日）

・ ホームページに毎日記載

４

○ 食育に関する取り組みの様子をホームページに紹介するな

ど情報公開に努めた。今後も継続して発信していきたい。

本年度も保護者や地域の方々から多くの御支援、御協力を得て、学校の教育目標の達成・教育ビジョンの実現に向けて諸活動を行うことができ

た。次年度は、本校の教育的課題の解決に向けてさらに充実した教育活動に取り組んで行きたい。特に、学力向上を図るための授業改善など具体

的な取組を進めていきたい。

次年度の方

向性につい

ての校長所


